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北方研究教育センター フォーラム

2013 年 7月 6日（土） 10:00-17:30  古河記念講堂 109

それぞれのロシア
20世紀北東アジアに生きた人々の語りと記録

開会挨拶　10:00-10:10　　

セッション 1 「社会主義時代の北東アジア諸民族の日常生活」　10:10-12:00　
　司会：呉人 惠　（富山大学）
　永山 ゆかり（北海道大学）「アリュートル人の語りに見る社会主義体験」
　丹菊 逸治　（北海道大学）「ニヴフ口承文学の語り手たち」
　滝口 良　（北大文学研究科専門研究員）「となりのロシア人：社会主義モンゴルにおける市民の商取引と在留ロシア人の関係」

昼休み 

セッション 2「北東アジア少数民族の語りの記録」　13:15-14:30　
　司会：永山 ゆかり（北海道大学）

　津曲 敏郎（北海道大学）「少数民族言語による自分史と民族史：沿海州ウデヘ人の筆記資料から」
　呉人 惠（富山大学）「トナカイ遊牧民コリャークたちの語りと言語民族誌」

セッション 3 　「ロシアを出たロシア人たち」14:45-17:45 （休憩 16: 00-16:15）
　司会：諫早 勇一（同志社大学），望月恒子（北海道大学）
　澤田 和彦（埼玉大学）「ハルビンのロシア語雑誌『ルベーシュ』について」
　望月 恒子 （北海道大学）「在外ロシア文学の「東方の枝」について」
　イリーナ・メリニコワ（同志社大学）  （ロシア語使用，通訳つき）
         「ヴェルチンスキーと彼の歌―ロシア文化とソヴィエト文化の懸け橋」
          

古河講堂
クラーク像

総合博物館

図書館

北大正門

  札幌駅

主催　　北海道大学大学院文学研究科北方研究教育センター
連絡先　cnh-office@let.hokudai.ac.jp
http://www.hucc.hokudai.ac.jp/~b20232/framepage1.html

 参加
 無料
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講演と音楽の夕べ

サハリン先住民の声と響き

会場　　北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟  (W 棟 ) 408
                  ※ 駐車場はありません。公共の交通機関をご利用ください。

定員　　40 名　（申し込み不要です）

主催　　北海道大学大学院文学研究科北方研究教育センター

連絡先　cnh-office@let.hokudai.ac.jp

http://www.hucc.hokudai.ac.jp/~b20232/framepage1.html

参
加
無
料  北方研究教育センター

講師・演者：E. ビビコワ（ウイルタ語伝承者）
　　　　　　I. フェジャエワ（ウイルタ語伝承者）
　　　　　　篠原智花
　　　　　　楢木貴美子 

サハリン先住民ウイルタの方々をお招きし、ウイルタ語や
伝統文化の現状と課題についてお話しいただきます。また
ウイルタの唄や踊りを披露していただくとともに、樺太アイヌの
楽器トンコリの調べもお楽しみいただきます。 ( 通訳つき）

2013年

9月27日(金) 18:30-20:00

北13条門

クラーク像

北12条駅

博物館

クラーク
会館

中央食堂

付属
図書館

正門

人文・社会科学
総合研究棟

札幌駅

 

ツンドラカフェ
ヨーロッパの孤立語を学ぶ 
―  いま花盛りのバスク地方―

 

参加
無料

第9回北方研究教育センター・サイエンスカフェ

話し手  杉山朱実 さん （鹿児島国際大学教授）

2013年12月21日(土) 　14:00-15:30
会場　　北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟   W 5 1 7
定員　　30 名　（申し込み不要です）
主催　　北海道大学大学院文学研究科北方研究教育センター
連絡先　cnh-office@let.hokudai.ac.jp
http://www.hucc.hokudai.ac.jp/~b20232/framepage1.html

北13条門

クラーク像

北12条駅

博物館

クラーク
会館

中央食堂

付属
図書館

正門

人文・社会科学
総合研究棟

札幌駅

バスク語は、フランスとスペインにまたがる地域で話されている、
ヨーロッパ系の言語とはまったく系統の異なる言語です。この
地域にはローマ帝国の昔から、独自の文化と言語をもつ「バスク
人」と呼ばれる人々が暮らしていました。日本へ来日した宣教師
フランシスコ・ザビエルはバスク人で、日本とのつながりも深い
地域です。北大で言語学を学び、フランスで長年バスク語研究
に携わってきた杉山さんが、バスクの風土と歴史、日本とバスク
の関わり、料理やスポーツについて楽しくお話をします。


